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はたらく
奈 良 県 障 害 者 雇 用 促 進 ジ ャ ー ナ ル  

奈良県　奈良労働局
（障害者施設で作成しました）

障害者の法定雇用率が引き上げられます

「精神障害者雇用トータルサポーター」による支援

富士運輸株式会社業務の切り出しが雇用の拡大に結び付く

第一化工株式会社障害者雇用の取組紹介 Vol.7

特例子会社設立への支援

奈良県立明日香養護学校特別支援学校 Vol.5

精神障害者・発達障害者を雇用している企業への支援

奈良県手話言語条例が施行されました／国文祭・障文祭なら2017

障害者就労支援機関
公共職業安定所

　 職 業 紹 介 等 職 業 に関 するあらゆる相 談を行 います。特 に公 共 職 業 安 定 所 には 専 門 の 職 員 が 配 置されていて、きめ

細 か な 相 談 に応じています。

　 職 業 生 活 にお ける自立を図るために就 業 及 びこれ に伴う日常 生 活 、または 社 会 生 活 上 の 支 援を必 要とする障 害 の

ある人 に対し、雇 用 、医 療 ・ 保 健 、福 祉 、教 育 等 の 関 係 機 関との 連 携を図りつ つ 、身 近 な 地 域 にお いて必 要 な 指 導 、

助 言その 他 の 支 援を行 います。

障害者就業・生活支援センター

　 障 害 のある人 に対して、ハローワーク（ 公 共 職 業 安 定 所 ）と協 力して、就 職 に向 けての 相 談 、職 業 能 力 の 評 価 、就 職

前 の 準 備 訓 練 から、就 職 後 の 職 場 適 応 のための 援 助まで、個々の 障 害 のある人 の 状 況 に応じた継 続 的 なサービスを

提 供します。

奈良障害者職業センター

ハローワーク奈 良
〒6 3 0 - 8 1 1 3

奈 良 市 法 蓮 町 3 8 7（ 奈 良 第 3 地 方 合 同 庁 舎 内 ）

T E L 　 0 7 4 2 - 3 6 - 1 6 0 1

FA X 　 0 7 4 2 - 3 6 - 1 6 0 8

ハローワーク大 和 高 田
〒6 3 5 - 8 5 8 5

大 和 高 田 市 池 田 5 7 4 - 6

T E L 　 0 7 4 5 - 5 2 - 5 8 0 1

FA X 　 0 7 4 5 - 5 3 - 4 1 8 1

ハローワーク桜 井
〒6 3 3 - 0 0 0 7

桜 井 市 外 山 2 8 5 - 4 - 5

T E L 　 0 7 4 4 - 4 5 - 0 1 1 2

FA X 　 0 7 4 4 - 4 5 - 3 9 9 0

ハローワーク下 市
〒6 3 8 - 0 0 4 1

吉 野 郡 下 市 町 下 市 2 7 7 2 - 1

T E L 　 0 7 4 7 - 5 2 - 3 8 6 7

FA X 　 0 7 4 7 - 5 2 - 0 4 0 6

ハローワーク大 和 郡 山
〒6 3 9 - 1 1 6 1

大 和 郡 山 市 観 音 寺 町 1 6 8 - 1

T E L 　 0 7 4 3 - 5 2 - 4 3 5 5

FA X 　 0 7 4 3 - 5 5 - 0 6 7 0

なら障 害 者 就 業 ・ 生 活

支 援 センター  コンパス

〒6 3 0 - 8 1 1 5

奈 良 市 大 宮 町 3 - 5 - 3 9  やまと建 設 第 3 ビル  3 0 2

T E L 　 0 7 4 2 - 3 2 - 5 5 1 2

FA X 　 0 7 4 2 - 9 3 - 7 7 1 2

奈 良 障 害 者 職 業 センター
〒6 3 0 - 8 0 1 4

奈 良 市 四 条 大 路 4 - 2 - 4

T E L 　 0 7 4 2 - 3 4 - 5 3 3 5

FA X 　 0 7 4 2 - 3 4 - 1 8 9 9

　 高 年 齢 者 等 及 び 障 害 者 の 雇 用 に関 する相 談 ・ 援 助 、助 成 金 の 支 給申請 の 受 付 、障 害 者 雇 用 納 付 金 制 度 に基 づく

申告 ・申請 の 受 付 、啓 発 等 の 業 務を実 施しています。

平 成 2 9 年 9 月発 行

発 行 元 奈 良 県 健 康 福 祉 部 障 害 福 祉 課

〒6 3 0 - 8 5 0 1 　 奈 良 市 登 大 路 町 3 0 番 地

T E L  0 7 4 2 - 2 7 - 8 5 1 4 　 F A X  0 7 4 2 - 2 2 - 1 8 1 4

奈 良 労 働 局 職 業 安 定 部 職 業 対 策 課

〒6 3 0 - 8 5 7 0 　 奈 良 市 法 蓮 町 3 8 7 番 地

　 　 　 　 　 　   奈 良 第 3 地 方 合 同 庁 舎 2 階 　

T E L  0 7 4 2 - 3 2 - 0 2 0 9 　 F A X  0 7 4 2 - 3 2 - 0 2 2 5

社 会 福 祉 法 人 ぷろぼ の

〒6 3 0 - 8 1 1 5 　 奈 良 市 大 宮 町 3 丁 目 5 - 3 9 第 3 やまと建 設 ビル 2 0 1 号

T E L / F A X  0 7 4 2 - 8 1 - 7 0 3 2

独立行政法人 高齢・障害・求職者雇用支援機構

奈良支部
〒6 3 0 - 8 1 2 2

奈 良 市 三 条 本 町 9 - 2 1  J R 奈 良 伝 宝ビル 6 階

T E L 　 0 7 4 2 - 3 0 - 2 2 4 5

FA X 　 0 7 4 2 - 3 0 - 2 2 4 6

なら東 和 障 害 者 就 業 ・ 生 活

支 援 センター  たいよう

〒6 3 3 - 0 0 9 1

桜 井 市 桜 井 2 3 2 ヤガビル 3 階 3 0 2 号 室

T E L 　 0 7 4 4 - 4 3 - 4 4 0 4

FA X 　 0 7 4 4 - 4 3 - 4 4 0 4

なら西 和 障 害 者 就 業 ・ 生 活

支 援 センター  ライク

〒6 3 9 - 1 1 3 4

大 和 郡 山 市 柳 2 - 2 3 - 2

T E L 　 0 7 4 3 - 8 5 - 7 7 0 2

FA X 　 0 7 4 3 - 8 5 - 7 7 0 3

なら中 和 障 害 者 就 業 ・ 生 活

支 援 センター  ブリッジ

〒6 3 4 - 0 8 1 2

橿 原 市 今 井 町 2 - 9 - 1 9 今 井 長 屋 1

T E L 　 0 7 4 4 - 2 3 - 7 1 7 6

FA X 　 0 7 4 4 - 2 3 - 7 1 8 1

なら南 和 障 害 者 就 業 ・ 生 活

支 援 センター  ハロー J o b

〒6 3 8 - 0 8 2 1

吉 野 郡 大 淀 町 下 渕 1 5 8 - 9

T E L 　 0 7 4 7 - 5 4 - 5 5 1 1

FA X 　 0 7 4 7 - 5 4 - 5 5 0 1

作 成



表紙写真の紹介：第一化工株式会社で働く柿本直樹さん

奈良県障害者雇用促進ジャーナル No.8

　「奈良県障害者雇用促進ジャーナル」は、県内の企業や経済・労働団体等の皆様に、障害者雇用施策や障害者

雇用に関する制度、障害者雇用に関する先進事例などを紹介し、障害者雇用に関する様々な情報を共有していた

だくことができるよう、奈良県と奈良労働局が共同で発行しています。

　このジャーナルを通じて、障害のある人が一人でも多く就労し、働き続けるための一助となることを期待してい

ます。

　是非ともご一読いただきまして、奈良県における障害者雇用の推進に、より一層のご理解とご協力を賜ります

ようお願い申し上げます。

奈良県立明日香養護学校

1

奈 良 県 障 害 者 雇 用 促 進 ジ ャ ー ナ ル  

　事業主の皆様におかれましては、制度の趣旨を御理解いただき、ハローワーク及び支援

機関と連携しながら障害者雇用の促進に取り組んでいただきますようお願い申し上げます。

　障害者雇用促進法の改正により、法定雇用率の算定基礎に精神障害者が加えられること

になり、平成３０年４月１日に法定雇用率が引き上げられます。

第一化工株式会社

富士運輸株式会社

法定雇用率の改正内容

13

アドバイザー派遣と補助金のご案内

特例子会社設立への支援

奈良県立明日香養護学校

特別支援学校 Vol.5

1障害者の法定雇用率が引き上げられます

10

12精神障害者・発達障害者を雇用している企業への支援

9

「精神障害者雇用トータルサポーター」による支援 8

1年間で8人の障害者雇用を達成

富士運輸株式会社

業務の切り出しが雇用の拡大に結び付く
6

奈良県手話言語条例が施行されました

国文祭・障文祭なら2017

2

人材の多様性に向かって一歩前へ

第一化工株式会社

障害者雇用の取組紹介 Vol.7

障害者の法定雇用率が

引 き 上 げ ら れ ま す ！！  

今回の法定雇用率の変更に伴い、障害者を雇用しなければならない民間企業の事業主の範囲が、

従業員 50 人以上から 45.5 人以上に変わります。また、その事業主には、以下の義務があります。

従業員 45.5 人以上 50 人未満の事業主の皆さまは特にご注意ください。

平成 30年 4月から3年を経過する日より前（※）に、民間企業の法定雇用率は2.3％
になります。

（国等の機関も同様に 0.1％引上げになります。）

※ 具体的な次回の引き上げ時期は、今後、労働政策審議会において議論がなされます。

※2.3％となった際には、対象となる事業主の範囲は、従業員 43.5 人以上に広がります。

1. 毎年６月１日時点の障害者雇用状況をハローワークに報告しなければなりません。

2. 障害者の雇用の促進と継続を図るための「障害者雇用推進者」を選任するよう努めなければな

りません。

対象となる事業主の範囲が、従業員 45.5 人以上に広がります。

平成30年4月1日より

平成 33 年４月までには、更に 0.1％引き上げとなります。

留意点 1

留意点 2

障害者雇用率

％

平成33年4月平成25年4月 平成 30 年 4月

現行
2.0

0

３年を経過する日より前

2.2％
2.3％

2.0%

２．２％２．０％民間企業

事業主区分 現行 平成30年4月1日以降

国、地方公共団体、特殊法人 ２．３％ ２．５％

都道府県等の教育委員会 ２．２％ ２．４％

0.2%UP

0.2%UP

0.2%UP

はたらく
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障害者雇用の取組紹介　Vol.7 第一化工株式会社 障害者雇用の取組紹介　Vol.7 第一化工株式会社

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
苦
手
な
社
員

や
、
難
病
を
抱
え
た
社
員
が
お
り
、

特
性
に
あ
っ
た
仕
事
の
切
り
出
し
や

配
慮
な
ど
が
、
自
然
と
生
ま
れ
る
環

境
に
あ
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
同
社
で

し
た
が
、
改
め
て
「
障
害
者
雇
用
」

と
い
う
か
た
ち
で
取
り
組
む
の
は
、

経
験
の
な
い
こ
と
で
し
た
。
当
時
の
い

き
さ
つ
を
、
取
締
役
の
小
西
淳
文
総

務
部
長
兼
製
造
部
長
は
次
の
よ
う
に

振
り
返
り
ま
し
た
。

委
託
訓
練
事
業
を
実
施

　

「
当
社
で
も
障
害
者
雇
用
を
検
討

雇
用
義
務
の
広
が
り

　

第
一
化
工
は
、
昭
和
31
（
１
９
５

６
）
年
創
業
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器

の
総
合
メ
ー
カ
ー
で
す
。
当
初
は
積

水
化
学
工
業
株
式
会
社
の
協
力
会
社

と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、
現

在
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
の
総
合
メ
ー

カ
ー
と
し
て
、
食
品
、
調
味
料
、
化

粧
品
、
洗
剤
な
ど
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ボ
ト
ル
や
キ
ャ
ッ
プ
な
ど
様
々
な
製

品
を
製
造
・
販
売
し
て
い
ま
す
。
わ

た
し
た
ち
の
身
近
に
あ
る
生
活
用
品

の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ケ
ー
ス
や
ボ
ト
ル
な

ど
も
、
実
は
同
社
で
加
工
さ
れ
た
も

の
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
ま
た
自

社
開
発
商
品
と
し
て
、
雨
傘
し
ず
く

取
り
機
「
ア
メ
デ
ス‐

Q
」
が
あ
り

ま
す
。

　

同
社
で
は
、
全
社
員
１
２
９
名
の

う
ち
、
知
的
２
名
、
精
神
２
名
の
障

害
の
あ
る
人
が
働
い
て
い
ま
す
（
平

成
29

年
７
月
現
在
）
。

　

採
用
の
き
っ
か
け
は
、
以
前
か
ら

雇
用
さ
れ
て
い
た
身
体
に
障
害
の
あ

る
人
が
定
年
退
職
に
近
づ
く
時
期
と
、

法
定
雇
用
率
の
改
定
が
重
な
っ
た
こ

と
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　

た
だ
一
般
従
業
員
の
中
に
も
、
コ

し
始
め
た
時
期
に
、
養
護
学
校
の
見

学
会
や
職
場
見
学
に
参
加
し
ま
し

た
。
特
に
奈
良
積
水
株
式
会
社
さ
ん

で
は
、
現
場
を
見
る
ま
で
、
軽
作
業
し

か
無
理
で
は
な
い
か
と
予
想
し
て
い

た
の
で
す
が
、
障
害
の
あ
る
人
の
本
格

的
な
活
躍
ぶ
り
を
見
て
正
直
驚
き
ま

し
た
。
そ
の
後
、
奈
良
県
か
ら
委
託
訓

練
事
業
（※

２
）
を
ご
紹
介
い
た
だ
い

た
の
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
平
成
25

年

に
こ
の
事
業
を
利
用
し
て
実
習
に
参

加
さ
れ
た
精
神
障
害
の
あ
る
人
は
、
実

習
後
に
採
用
と
な
り
ま
し
た
。
現
在
も

現
場
で
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
」
。

　

順
調
に
進
ん
だ
ケ
ー
ス
ば
か
り
で

小西淳文取締役

「昔はこういう業界は３Kと呼ばれるきつい仕事でした。そういう意味では常に新し

い風が入ってくるような会社で、多様な人材が一緒に仕事してくれています。特に会

社の方針として多様性を打ち出しているわけではないんですけど、こうした社風が障

害のある人を受け入れることにつながっているかもしれません」

第 一 化 工 株 式 会 社

アメデス-Q

自社開発による、電気・傘用ビニー

ル袋不要の傘のしずく吸水器。平

城遷都1300年祭に50台が寄贈さ

れた。

奈良市西九条町5丁目4番9号

TEL 0742-50-2222　FAX 0742-62-9707

http://www.daiichikako.com/ 

設立：昭和31年10月　資本金：3600万円　従業員数：129名

事業内容：各種プラスチック製品の製造・販売

人材の多様性に向かって一歩前へ

（※1）民間企業の場合、平成25（2013）年の改定で1.8％から2.0％に、対象となる従業員数が56人から50人に。平成30（2018）年には、

          2.2％（平成33年４月までには、2.3％）、従業員数の範囲も50人以上から45.5人以上に改定（厚生労働省）。

第一化工株式会社

一定の従業員数以上の企業に対して、障害者雇用の割合が法定雇用率以上になるように義務づけている「障害者の雇用の促進等

に関する法律」。５年に一度のペースで見直され、この法律が定める雇用義務の範囲は、徐々に広がってきています（※１）。今回

は、従業員数が１００人を超えるタイミングと法定雇用率の改定が重なった時期に、障害者雇用に取り組んだ第一化工株式会社

（以下「第一化工」）を訪ね、障害者雇用のきっかけや、雇用後の様子、また実際に同社で働く当事者のお話を伺いました。

3 奈良県障害者雇用促進ジャーナル No.8

vol.7

障害者雇用の

取組紹介

※2 奈良県公共職業訓練事業（実践能力習得訓練科）

　就職を希望する障害のある人を対象に、就労に必要な知識や

技能を習得することを目的とした実習型訓練を行っています。

　具体的には、奈良県が事業所と訓練の委託契約を締結し、1か

月間実際の業務に沿った職業訓練を行っていただきます。

訓練受入のメリット

・訓練終了後、奈良県が委託料を支払います
※委託先機関が中小企業の場合は、受講者1人あたり月額97,200円（上限）、

　中小企業以外の場合は月額64,800円(上限)

～ 障 害 者の態 様に応じた委 託 訓 練 ～

・賃金・通所費用の支払い義務はありません

・実践的な訓練により、障害のある人の作業特性を理解する機
会となります

・障害者雇用を検討している場合、雇用後のトレーニングを省
力化できます

・訓練中や雇用を検討する際、専門家による支援を受けることが
できる場合があります

お問合せ先： 奈良県  産業雇用振興部  雇用政策課 能力開発係

電話 0742-27-8834（直通）　FAX 0742-27-2319
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は
な
く
、
実
習
の
途
中
で
辞
退
し
た

人
や
、
雇
用
に
至
ら
な
か
っ
た
ケ
ー
ス

も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
障
害
の
あ
る

人
と
企
業
の
双
方
に
と
っ
て
事
前
の

確
認
が
で
き
る
、
実
習
の
メ
リ
ッ
ト
に

つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
た
そ
う

で
す
。

　

平
成
26
（
２
０
１
４
）
年
と
平
成
27

（
２
０
１
５
）
年
に
は
、
高
等
養
護
学
校

の
生
徒
（
知
的
障
害
）
が
、
そ
れ
ぞ
れ

実
習
を
経
て
採
用
と
な
り
ま
し
た
。

　

総
務
部
総
務
課
の
大
塚
和
功
課
長

も
、「
一
緒
に
働
い
て
い
る
と
、
ど
こ
が

障
害
な
の
か
わ
か
ら
な
い
と
さ
え
感

じ
ま
す
。
彼
ら
に
障
害
が
あ
る
か
ら
と

い
う
理
由
で
特
に
困
る
と
い
う
声
は

現
場
か
ら
は
出
て
い
ま
せ
ん
」
と
語
り

ま
す
。
そ
ん
な
二
人
が
働
く
製
造
三

課
の
現
場
を
案
内
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

製
造
三
課
で
の
働
き
ぶ
り

　

製
造
三
課
は
、
約
30

人
で
成
形
ま

で
仕
上
が
っ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
に

ラ
ベ
リ
ン
グ
や
シ
ュ
リ
ン
ク
加
工
、
印

刷
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ

の
加
工
機
械
の
周
辺
に
何
人
か
の
人

が
配
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ボ
ト
ル
へ
の
印
刷
を
行
う
工
程
で

は
、
高
等
養
護
学
校
出
身
で
平
成
27

（
２
０
１
5
）
年
３
月
に
就
職
し
た
倉

本
翔
さ
ん
が
ボ
ト
ル
の
印
刷
前
処
理

を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
慣
れ
た
リ
ズ
ム

で
段
ボ
ー
ル
の
中
か
ら
青
い
ボ
ト
ル

を
取
り
だ
し
、
エ
ア
を
吹
き
つ
け
た

後
、
印
刷
機
械
の
前
に
座
る
人
に
手

渡
し
ま
す
。
よ
く
見
る
と
、
取
り
出
し

た
ボ
ト
ル
を
持
つ
手
を
微
妙
に
ひ
ね
っ

て
手
渡
し
て
い
ま
す
。
受
け
取
っ
た
人

が
機
械
に
セ
ッ
ト
す
る
の
に
丁
度
い
い

角
度
に
な
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

「
シ
ュ
ッ
」
と
一
瞬
の
う
ち
に
小
さ
な
文

字
が
印
刷
さ
れ
、
最
後
に
、
人
の
目
に

よ
っ
て
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
ボ
ト
ル
が
検

品
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
極
小
サ
イ
ズ
の

文
字
で
も
、
記
載
義
務
の
あ
る
重
要
な

印
刷
な
の
で
少
し
の
か
す
れ
や
ず
れ

で
も
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
そ
う
で
す
。 

　

別
の
部
屋
に
あ
る
ラ
ベ
リ
ン
グ
の
工

程
で
は
、
倉
本
さ
ん
と
同
じ
く
高
等
養

護
学
校
出
身
で
、一
年
後
輩
の
柿
本
直

樹
さ
ん
が
働
い
て
い
ま
し
た
。

　

ボ
ト
ル
を
ラ
ベ
ル
貼
り
ラ
イ
ン
の
コ

ン
ベ
ア
上
に
載
せ
て
い
く
と
、
専
用
の

ラ
ベ
ル
シ
ー
ル
が
ロ
ー
ル
紙
か
ら
離
れ

て
ボ
ト
ル
に
貼
り
付
け
ら
れ
て
い
き
、

き
ち
ん
と
検
品
さ
れ
た
後
に
箱
に
収

め
ら
れ
て
い
き
ま
す
。
柿
本
さ
ん
は
、

そ
の
箱
を
、
慣
れ
た
手
つ
き
で
梱
包

し
、
軽
々
と
運
ん
で
い
ま
し
た
。

　

「
柿
本
さ
ん
は
、
最
初
は
別
の
工
程

を
担
当
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
で
は
オ

ペ
レ
ー
タ
ー
を
務
め
て
い
ま
す
。
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
と
い
う
の
は
、
ラ
ベ
ル
が
正

し
い
位
置
に
貼
り
付
け
ら
れ
る
よ
う

に
、ロ
ー
ル
紙
を
交
換
す
る
毎
に
機
械

の
微
調
整
を
行
う
仕
事
で
す
。
こ
れ

は
、マ
ニ
ュ
ア
ル
化
し
き
れ
な
い
テ
ク
ニ

ッ
ク
が
い
る
ん
で
す
よ
」
と
大
塚
課
長
。

仕
事
の
内
容
が
ひ
と
つ
広
が
っ
た
柿
本

さ
ん
の
成
長
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

多
様
な
人
材
へ
の
対
応

　

「
製
造
三
課
は
、
社
内
で
も
女
性
の

比
率
が
高
く
、
若
い
彼
ら
を
我
が
子
の

よ
う
に
受
け
入
れ
、
積
極
的
に
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て
く
れ
て
い
ま

す
。
第
一
化
工
で
は
、
社
内
に
難
病
を

抱
え
て
お
ら
れ
る
方
、
外
国
の
研
修

生
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
苦
手
な

方
が
お
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
多

様
な
人
材
に
対
応
す
る
た
め
、
適
切

な
仕
事
の
振
り
分
け
方
や
、
パ
ニ
ッ
ク

に
な
る
の
は
ど
ん
な
と
き
か
、
な
ど
を

現
場
は
良
く
知
っ
て
い
ま
す
。

　

印
刷
前
処
理
は
繰
り
返
し
作
業
が

続
き
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
作
業
を
得
意

と
す
る
障
害
の
あ
る
人
の
場
合
に
は
、

向
い
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
こ

か
ら
少
し
ず
つ
難
易
度
を
あ
げ
て
い
っ

て
も
ら
い
、
経
験
や
臨
機
応
変
さ
が
求

め
ら
れ
る
仕
事
が
で
き
る
よ
う
に
な

る
と
い
い
で
す
ね
（
大
塚
課
長
）
」
。

こ
れ
か
ら
障
害
者
雇
用
を

検
討
さ
れ
る
企
業
へ

　

こ
れ
か
ら
障
害
者
雇
用
を
検
討
し

て
い
る
企
業
に
む
け
て
、
小
西
取
締
役

に
ア
ド
バ
イ
ス
を
伺
っ
て
み
ま
し
た
。

す
る
と
、「
や
っ
て
み
て
わ
か
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
よ
」
と
一
言
。「
抵
抗
感
が

あ
る
と
か
、
余
裕
が
な
く
て
一
歩
が
踏

み
出
せ
な
い
、
と
い
う
と
こ
ろ
は
あ
る

と
思
い
ま
す
が
、一
度
雇
用
の
現
場
を

見
て
ほ
し
い
。
そ
し
て
実
習
と
い
う
最

初
の
一
歩
さ
え
ク
リ
ア
す
れ
ば
、
任
せ

る
仕
事
の
イ
メ
ー
ジ
が
見
え
て
く
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」
と
の
こ
と

で
し
た
。

　

最
初
の
一
歩
を
ク
リ
ア
す
る
こ
と

で
、
障
害
者
雇
用
に
積
極
的
に
取
り
組

む
よ
う
に
な
っ
た
第
一
化
工
。
そ
の
背

景
に
は
「
心
の
一
歩
」
を
ク
リ
ア
で
き
る

包
容
力
の
あ
る
人
た
ち
が
、
障
害
の
有

無
に
関
係
な
く
働
く
こ
と
が
で
き
る

風
土
を
つ
く
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

製造三課にて。左から大塚課長、柿本さん、倉本さん、中田課長。

製造部製造三課　中田哲弘課長

養護学校出身の二人の性格や特性を現場で間近に知る人。

総務部総務課　大塚和功課長

「障害や疾患のあるなしにかかわらず、本人の特性に合う働き方に配

慮し、強みを伸ばしていきたい。どんな業務をしてもらうのがいいの

かについては、これからも社内でノウハウを蓄積していこうと考えて

います」

柿本直樹さん

ほがらかで人懐っこい印象の柿本さん。高校ではソフト

ボール部のキャプテン。今も知的障害者ソフトボールチー

ムに所属している。体格もがっちりしていて「僕より落ち着

きがあるかも」と大塚課長。オペレーターができるようにな

り仕事にやりがいが増した。失敗してもへこまず、「なぜそ

こで失敗したのかを先輩に教えてもらいます」。

倉本翔さん

無口でシャイな印象の倉本さん。仕事で特

に嫌なことや辛いことはないという。休日の

楽しみはゲームやジグソーパズル。1000

ピースを二日で仕上げる。製造三課の中田

課長も「彼は、仕事に対応するのが早くて、と

ても器用なんですよ」と語る。

障害者雇用の取組紹介　Vol.7 第一化工株式会社 障害者雇用の取組紹介　Vol.7 第一化工株式会社

印刷前処理する倉本さん。次の係に気配りして手渡す。

印刷前処理、印刷、検品。

職場で信頼され、オペレーターを務めるようになった柿本さん。

ラベリングの完了したボトルを柿本さんが手早く梱包し、箱を積み上げていた。



　富士運輸株式会社（以下「富士運輸」）は、昭和 53 年の

創業から着実に成長し、今やグループで全国に46の拠点

を持っています。全従業員 1180名のうち、身体 14名、精

神 4 名の障害のある人が働いています（平成 29 年 7月

現在）。

　障害者雇用が難しいといわれている運輸業界におい

て、ここまでの雇用が進んだのには、どのような取組があっ

たのでしょうか。総務部の上田健司部長に伺いました。

新
し
い
発
想
に
な
ら
な
い
と

雇
用
を
作
り
だ
せ
な
い

　

富
士
運
輸
で
は
、
近
年
の
会
社
の
著
し
い
成

長
に
伴
い
、
法
定
雇
用
率
か
ら
い
う
と
平
成
28

年
の
時
点
で
８
人
が
不
足
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の

達
成
に
向
け
て
本
腰
を
入
れ
る
き
っ
か
け
と
な

っ
た
の
は
、
労
働
局
か
ら
の
指
導
で
し
た
。
上
田

部
長
は
総
務
部
と
し
て
障
害
者
雇
用
拡
大
会
議

や
見
学
会
に
参
加
す
る
中
で
、
障
害
が
あ
っ
て

も
十
分
働
け
る
、
と
い
う
感
触
は
得
て
い
ま
し

た
。し
か
し
従
業
員
の
８
割
が
大
型
長
距
離
ド

ラ
イ
バ
ー
。
大
型
ト
ラ
ッ
ク
の
運
転
は
技
術
や
体

力
が
必
要
で
、
障
害
の
あ
る
方
を
雇
う
こ
と
は

非
常
に
難
し
い
と
い
う
背
景
が
あ
り
ま
し
た
。

　

「
そ
こ
で
、
考
え
方
を
変
え
、
今
ま
で
に
な
い

よ
う
な
発
想
で
社
内
で
仕
事
を
切
り
だ
し
、
業

務
を
作
っ
て
い
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。
ド
ラ
イ
バ

ー
以
外
と
な
る
と
２
割
の
内
勤
も
し
く
は
整

備
業
務
か
ら
切
り
出
す
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
（
上
田
部
長
）
」
。

新
し
い
付
加
価
値
を
生
む
た
め
の

業
務
を
切
り
出
し

　

同
社
で
は
常
に
お
よ
そ
１
０
０
０
台
の
ト
ラ

ッ
ク
を
保
有
し
て
お
り
、
最
新
式
の
新
車
を
導

入
す
る
一
方
で
、
中
古
車
も
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

「
先
ず
、
ホ
イ
ー
ル
磨
き
で
す
。
タ
イ
ヤ
の
ホ

イ
ー
ル
が
綺
麗
だ
と
、
実
は
、
ト
ラ
ッ
ク
全
体

が
綺
麗
に
見
え
る
ん
で
す
よ
。
整
備
士
は
点
検

や
車
検
に
手
が
と
ら
れ
、
ホ
イ
ー
ル
磨
き
が
片

手
間
に
な
り
が
ち
な
の
で
、
こ
の
仕
事
を
切
り

出
し
、
中
古
車
の
付
加
価
値
を
上
げ
る
こ
と
に

つ
な
げ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
」
。

　

「
も
う
ひ
と
つ
が
ラ
ッ
ピ
ン
グ
で
す
。
販
売
先

企
業
の
ロ
ゴ
を
当
社
で
印
刷
を
し
て
ト
ラ
ッ
ク

に
貼
り
付
け
た
も
の
を
納
品
し
ま
す
が
、
そ
の

印
刷
や
ロ
ゴ
を
切
り
抜
く
作
業
を
切
り
出
し

ま
し
た
。
か
な
り
、
根
気
の
い
る
仕
事
で
す
し
、

普
通
は
そ
こ
ま
で
す
る
会
社
は
少
な
い
と
思
い

ま
す
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
購
入
側
は
ト
ラ
ッ
ク

を
す
ぐ
に
使
え
ま
す
の
で
そ
れ
が
付
加
価
値

に
な
り
ま
す
」
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
本
社
に
近
い
奈
良
支
店
で

障
害
の
あ
る
人
を
２
人
雇
用
し
ま
し
た
。

　

「
次
に
、全
国
に
あ
る
拠
点
で
の
雇
用
を
考
え

ま
し
た
。
各
拠
点
に
は
、
配
車
担
当
が
い
て
、
オ

ー
ダ
ー
を
ド
ラ
イ
バ
ー
に
連
絡
し
た
り
、
出
発

時
や
業
務
完
了
時
な
ど
業
務
の
都
度
事
務
所

に
入
っ
て
く
る
電
話
を
受
け
る
点
呼
業
務
も

兼
務
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。
運
送
業
で
は
点
呼

の
記
録
を
残
さ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
規
定
が

あ
り
ま
す
。
し
か
し
一
晩
で
３
０
０
本
く
ら
い

電
話
が
か
か
っ
て
き
ま
す
し
、
一
人
で
兼
務
し

て
い
る
と
忙
し
さ
か
ら
行
き
届
か
な
い
部
分
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
点
呼
業
務
を
切
り
出

し
、
身
体
障
害
の
方
の
雇
用
を
進
め
ま
し
た
」
。

全
社
的
な
合
意
に
至
る
ま
で

　

「
点
呼
業
務
は
、か
ね
て
か
ら
分
業
す
る
必
要

は
感
じ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
こ
で
障
害
者
を
雇

う
と
な
る
と
、
未
経
験
さ
ゆ
え
に
各
拠
点
で
は
、

『
う
ち
で
な
く
て
も…

』
と
敬
遠
す
る
傾
向
が
あ

り
ま
し
た
。
現
場
の
立
場
に
な
っ
て
み
れ
ば
、『
ど

う
気
を
つ
け
た
ら
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
』『
も

し
か
し
た
ら
、
障
害
者
を
雇
う
こ
と
に
よ
っ
て
、

も
う
一
人
配
置
し
な
い
と
い
け
な
い
の
で
は
』
と

い
う
不
安
が
、
ど
う
し
て
も
あ
る
ん
で
す
。

　

そ
こ
で
、
先
駆
け
て
実
際
に
雇
用
し
て
い
る

事
業
所
の
生
の
声
と
し
て
『
全
然
大
丈
夫
だ

よ
』
と
い
う
こ
と
を
伝
え
る
こ
と
で
、
少
し
ず
つ

理
解
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
が
、
な
か
な
か

障
害
者
雇
用
は
進
み
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
と
き
、
労
働
局
や
厚
生
労
働
省

か
ら
の
指
導
を
受
け
た
こ
と
を
機
に
『
障
害
者

雇
用
を
積
極
的
に
進
め
な
さ
い
』
と
社
長
が

直
々
に
大
号
令
を
か
け
て
く
れ
ま
し
た
。
や
は

り
、
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
な
い
と
動
か
な
い
と
い
う

こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
か
ら
社
内
の

雰
囲
気
が
一
気
に
変
わ
り
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に

障
害
者
の
求
人
を
出
す
に
至
り
ま
し
た
。
平
成

28
（
２
０
１
６
）
年
２
月
の
こ
と
で
す
。

　

す
る
と
、
障
害
の
あ
る
人
達
も
、
求
人
を
待

っ
て
お
ら
れ
る
ん
で
す
よ
ね
。
多
く
の
応
募
が

あ
り
ま
し
た
。
た
ま
た
ま
社
長
自
身
が
福
祉
に

理
解
の
あ
る
人
で
あ
っ
た
こ
と
や
、
社
内
で
の

先
入
観
を
変
え
る
取
組
を
継
続
し
て
き
た
こ

と
が
、
あ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
総
合
的
に
つ
な
が
っ

て
き
て
、
一
気
に
障
害
者
雇
用
を
促
進
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
」
。

障
害
者
だ
か
ら
と

特
別
扱
い
し
な
い
こ
と

　

現
場
に
対
し
て
は
、
上
田
さ
ん
は
分
け
隔
て
な

今年7月、本社を現在の住所に新規移転したばかり

く
接
す
る
よ
う
に
指
示
し
て
い
る
と
言
い
ま
す
。

　

「
さ
さ
い
な
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
揉
め
事
を

仲
裁
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
障
害
を
持
つ
社

員
が
ル
ー
ル
を
破
り
、
注
意
す
る
上
司
が
や
り

と
り
の
中
で
腹
を
立
て
て
ト
ラ
ブ
ル
と
な
り
ま

し
た
。
そ
の
時
に
、
障
害
が
あ
る
か
ら
な
ん
で

も
許
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
と
説
明
し
ま
し
た
。

障
害
が
あ
る
か
ら
許
さ
れ
る
と
な
れ
ば
本
人

の
意
欲
も
下
が
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
し
、

ま
た
、
会
社
に
居
づ
ら
い
雰
囲
気
に
な
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
ど
こ
に
勤
め
て
も
同
じ

で
す
。
障
害
が
あ
ろ
う
と
な
か
ろ
う
と
、
ル
ー

ル
は
守
ら
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
注
意
を
す
る

際
に
は
、
行
き
過
ぎ
な
い
こ
と
、
逆
に
気
を
使

い
過
ぎ
て
特
別
扱
し
な
い
こ
と
を
話
し
合
い
の

席
で
両
者
に
伝
え
ま
し
た
。
会
社
の
方
針
を
明

確
に
示
さ
な
い
と
、
現
場
も
迷
い
ま
す
。
特
別

扱
い
を
し
な
い
こ
と
が
、
定
着
の
た
め
に
も
、
大

切
な
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
」

　

障
害
の
あ
る
人
と
共
に
働
く
。
本
社
か
ら
始

ま
っ
た
取
組
は
、
障
害
の
な
い
社
員
の
意
識
を

大
き
く
変
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
や
強
み
を
発

揮
し
や
す
い
職
場
へ
と
生
ま
れ
変
わ
る
流
れ
を

作
っ
て
い
ま
す
。

一
年
間
で
８
人
の
障
害
者
雇
用
を
達
成

お話を伺った上田健司部長。実は、福祉
施設に勤務された経験があるとのこと。

富士運輸のラッピングカー。通常運行のトラック

にもユニークなラッピングが施されている。中古

車として販売する際は、販売先企業のロゴをラッ

ピングして提供している。

取 組 紹 介

富
士
運
輸
株
式
会
社

業
務
の
切
り
出
し
が

雇
用
の
拡
大
に
結
び
付
く

ラッピング業務に従事する村上雄紀さん。

大学卒業後に発達障害があることがわかり、支援機関

を経て富士運輸に就職しました。仕事は、大量にあって

毎日忙しいです。

ホイール磨き業務に従事する杉村育雄さん。

一見して障害者に見えないって言われるんですけど、

5年前にウイルス性の脳炎にかかり、短期記憶に障害

があるのと、てんかんの薬も手放せません。

でも、ここで働けて良かったです。

ホイール磨き

ラッピング

炎天下でしたたる汗も気にせず、ホイールを磨く杉村さん。ほがらかな

話し方が印象的。

精密な作業が必要となるラッピング工程を、職人的な手さばきでこなし

ていた村上さん。

〒630-8451 奈良県奈良市北之庄町723-13

TEL 0742-61-7010　FAX 0742-61-1088

http://www.fujitransport.com/

富士運輸株式会社（本社所在地）
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「精神障害者雇用トータルサポーター」による支援
「
精
神
障
害
者
雇
用

ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
」
と
は

　
「
精
神
障
害
者
雇
用
ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
」
は
、

精
神
障
害
の
あ
る
方
の
就
労
に
関
し
て
本
人
と
企

業
の
中
間
の
立
場
で
双
方
の
問
題
を
解
決
へ
と
導

く
た
め
の
専
門
職
で
す
。
奈
良
県
内
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
に
3
名（
臨
床
心
理
士
・
精
神
保
健
福
祉
士
の
有

資
格
者
）
が
配
属
さ
れ
、
1
名
が
奈
良
、
1
名
が
桜

井
・
大
和
郡
山
、も
う
1
名
が
大
和
高
田
・
下
市
を

担
当
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
大
和
高
田
・
下
市
を

担
当
す
る
岡
本
由
紀
子
さ
ん
に
業
務
の
内
容
や
企

業
の
障
害
者
雇
用
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
に
役
立
て
て

い
け
る
か
、に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
し
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
支
援

　
就
労
支
援
に
あ
た
っ
て
力
を
入
れ
て
い
る
の
が

医
療
機
関
と
の
連
携
で
す
。
医
療
機
関
か
ら
の
意

見
書
に
も
と
づ
い
て
、
医
療
的
注
意
事
項
、
服
薬
状

況
な
ど
を
事
前
に
聴
き
取
り
、
本
人
に
同
意
の
う

え
面
接
前
に
企
業
へ
お
伝
え
し
た
り
、
面
接
に
同
行

す
る
な
ど
、
安
心
し
て
採
用
選
考
が
で
き
る
よ
う

企
業
と
の
橋
渡
し
を
し
て
い
ま
す
。

　
最
初
の
段
階
で
、
医
療
状
況
や
本
人
の
能
力
、
症

状
な
ど
を
把
握
し
、
職
場
環
境
の
準
備
を
整
え
て
お

ハローワーク専門援助部門

く
こ
と
が
高
い
定
着
率
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

　
雇
用
し
た
後
に
大
切
な
の
が
職
場
定
着
支
援
で

す
が
、ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
だ
け
で
は
な
く
、障
害
者
就
業

生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
や
障
害
者
職
業
セ
ン
タ
ー
等

の
支
援
機
関
と
連
携
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。実
施

方
法
は
、企
業
や
本
人
の
ご
希
望
や
状
況
に
合
わ
せ

て
、訪
問
や
電
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
ま
た
、
悩
み
を
抱
え
て
お
ら
れ
る
企
業
に
つ
い
て

は
、
訪
問
の
う
え
「
ど
の
よ
う
な
悩
み
が
あ
っ
て
職

場
定
着
が
難
し
い
の
か
」
を
き
ち
ん
と
情
報
収
集

し
て
、
企
業
と
一
緒
に
時
間
を
か
け
て
問
題
解
決
に

向
け
た
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
精
神
障
害
の
あ
る

人
が
、
そ
の
人
ら
し
く
長
く
働
け
る
よ
う
職
場
定

着
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
30

年
4
月
に
法
定
雇
用
率
が
引
き
上
げ
ら

れ
る
た
め
、
各
企
業
に
お
い
て
障
害
者
雇
用
の
取
組

み
が
積
極
的
に
な
っ
て
い
ま
す
。ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
大
和

高
田
で
精
神
障
害
者
雇
用
に
関
す
る
課
題
や
知
識

を
理
解
す
る
企
業
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
と
こ
ろ

多
数
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
ミ
ニ
面
接
会

で
も
精
神
障
害
者
を
採
用
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
後
、
さ
ら
に
障
害
者
雇
用
に
関
心
を
持
た
れ

る
企
業
が
増
え
て
く
る
と
思
い
ま
す
が
、
企
業
と

精
神
障
害
が
あ
る
人
と
の
橋
渡
し
役
の
期
待
に
お

応
え
で
き
る
よ
う
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

皆
様
の
御
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ハローワーク大 和 高 田　小 林 幸 司 所 長

（左）と岡本由紀子さん（右）

精神障害者雇用
トータルサポーターの
支援を受けるには？

　ハローワークの 専 門 相 談 窓 口

に いますので、精 神 障 害 者 の 雇

用についてお気軽にご相談くださ

い。ご 相 談 に必 要 な 手 続きは 特

にありません（※勤務日について

は、下記の配置一覧をご覧くださ

い）。求人窓口にお越しになった

際にでもご利用いただけます。ご

相談内容に応じて、支援方法など

をご 一 緒 に 考えさせ てもらいま

す。支 援 以外 の 質 問 に つ いても

受けていますので、是非ご利用く

ださい。

精神障害者

・緊張感や不安感が強い

・離転職を繰り返している

・障害受容が十分でない

精神障害者雇用
トータルサポーター
精神保健福祉士・臨床心理士等

支援依頼
専門機関

・障害者就業・生活支援センター

・就労移行支援事業所

・医療機関等

企業への働きかけ

・相談援助

・定着支援

・医療機関と企業の橋渡し

・カウンセリング

・就職準備プログラムの実施

・職場実習のコーディネート

精神障害者に対する支援

障害者職業センター

・職業評価

・準備支援

・ジョブコーチ

連携

配置場所

ハ ロ ー ワ ー ク  奈 　 　 良 TEL: 0742-36-1601 43#

TEL: 0745-52-5801 43#

TEL: 0744-45-0112

TEL: 0747-52-3867

TEL: 0743-52-4355

ハ ロ ー ワ ー ク  桜 　 　 井

ハ ロ ー ワ ー ク  下 　 　 市

ハ ロ ー ワ ー ク  大 和 郡 山

ハ ロ ー ワ ー ク  大 和 高 田

問い合せ先

※ご相談を希望される場合は、事前に各ハローワークまでご連絡ください。

平成 29 年度精神障害者雇用トータルサポーター配置一覧

9:30 ~ 17:00

8:30 ~ 16:00

9:00 ~ 16:30

8:30 ~ 16:00

9:00 ~ 16:30

配置時間

火曜日・木曜日・金曜日

月曜日・木曜日・金曜日

月曜日・金曜日

第 2 火曜日

水曜日・第 3 火曜日

勤務日

特例子会社設立支援アドバイザーの派遣

特例子会社の設立を検討される際には、アドバイザーを派遣します！！

アドバイザー

派遣対象者

派遣時期

派遣費用

特例子会社の設立や運営の知見を有する者

特例子会社の設立に向けた検討・取組をすすめている事業者

特例子会社の設立検討、準備、設立の各時期

奈良県が負担します。

実際に設立を進められる際には、こちらの補助金をぜひご活用ください！！

補助要件

補助率

補助上限

補助対象経費

申請手続

平成 29 年度内に奈良県内で特例子会社を設立し、厚生労働大臣の認定を受ける事業者

３分の２

設立事務等経費　100 万円 ／ 施設整備等経費　500 万円

特例子会社の設立に関する事業を開始する前に、事業計画書を県に提出

してください。審査のうえ補助対象者を決定します。　

施設整備等経費：屋内・屋外工事設計費・工事費、備品購入費　等

設立事務等経費：設立プラン策定費用、障害者の採用に係る費用、

　　　　　　　　官公署への手続き等に係る専門家等への報酬　等

特例子会社設立の検討の際には奈良県障害福祉課まで！！

※詳細については、ホームページをご覧ください。
　URL：http://www.pref.nara.jp/item/161765.htm#itemid161765

特例子会社設立支援補助金

0742-22-18140742-27- 8514TEL FAX

お問い合わせ先：奈良県健康福祉部障害福祉課  障害者雇用促進係

～アドバイザー派遣と補助金のご案内～

特例子会社設立への支援

奈良県では、特例子会社を設立する事業者を支援します！
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特別支援学校　奈良県立明日香養護学校

奈
良
県
立
明
日
香
養
護
学
校

Vol.5

1011 奈良県障害者雇用促進ジャーナル No.8奈良県障害者雇用促進ジャーナル No.8

奈
良
県
初
の
養
護
学
校
と
し
て
開
校

肢
体
不
自
由
教
育
部
門
と
病
弱
教
育
部
門
を
併
置

　

明
日
香
養
護
学
校
は
、 

飛
鳥
文
化
の
発
祥

の
地
、
高
市
郡
明
日
香
村
の
緑
豊
か
な
甘
樫
丘

の
麓
に
隣
接
し
た
場
所
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

　

開
校
は
、
昭
和
41

年
。
肢
体
不
自
由
児
を
対

象
と
し
た
奈
良
県
初
の
養
護
学
校
と
し
て
、
当

時
は
「
県
立
養
護
学
校
」
と
い
う
名
称
で
設
立

さ
れ
、
昨
年
50

周
年
と
い
う
節
目
を
迎
え
た

歴
史
の
あ
る
養
護
学
校
で
す
。
そ
の
後
、
昭
和

46

年
に
現
在
の
名
称
に
改
称
さ
れ
、
昭
和
55

年

か
ら
奈
良
市
に
奈
良
養
護
学
校
（
本
誌
6
号
で

紹
介
）
が
開
校
し
、
県
内
二
学
区
制
と
な
り
中

南
部
が
本
校
の
通
学
区
と
な
り
ま
し
た
。

　

身
体
、
視
覚
、
聴
覚
、
知
的
障
害
を
併
せ
持

つ
重
度
重
複
障
害
の
児
童
生
徒
も
多
く
、
ま

た
、
健
康
上
の
理
由
な
ど
で
通
学
で
き
な
い
児

童
生
徒
の
た
め
に
、
在
宅
訪
問
教
育
も
行
わ

れ
て
お
り
、
こ
れ
は
中
南
部
だ
け
で
な
く
全
県

を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
26

年
か
ら
は
、
高
等
部
に
奈
良
東
養

護
学
校
か
ら
病
弱
教
育
部
門
が
学
年
進
行
で

移
管
さ
れ
、
昨
年
度
初
め
て
病
弱
教
育
部
門

の
卒
業
生
を
送
り
出
し
ま
し
た
。
病
弱
教
育

部
門
に
は
精
神
面
で
の
疾
患
を
持
つ
生
徒
も

含
ま
れ
ま
す
。
在
校
児
童
生
徒
は
、
小
学
部
29

名
、
中
学
部
20

名
、
高
等
部
27

名
（
肢
体
不
自

由
教
育
部
門
19

名
、
病
弱
教
育
部
門
８
名
）訪

問
教
育
（
小
〜
高
）
19

名
が
学
ん
で
い
ま
す
。一

部
を
除
き
、
児
童
生
徒
は
、
校
区
を
４
つ
に
分

け
た
各
方
面
か
ら
４
台
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
よ

り
通
学
し
て
い
ま
す
。

多
様
な
障
害
へ
の
対
応

　

車
椅
子
に
配
慮
さ
れ
た
校
舎
は
、
す
べ
て
の

教
室
、
施
設
が
平
屋
で
、
段
差
の
な
い
建
物
で

す
。
廊
下
に
沿
っ
た
壁
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
、
作

品
が
掲
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

多
様
な
障
害
に
対
応
す
る
た
め
、
高
等
学

校
、
中
学
校
、
小
学
校
に
準
ず
る
教
育
課
程
、

知
的
障
害
の
特
別
支
援
学
校
の
内
容
を
取
り

入
れ
た
教
育
課
程
、
そ
し
て
自
立
活
動
を
主

と
す
る
教
育
課
程
と
い
う
、
大
き
く
三
つ
の
グ

ル
ー
プ
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
、
各

自
に
合
わ
せ
て
細
か
く
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
さ
れ
て

授
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

疾
患
を
抱
え
る
生
徒
が
多
く
、
先
生
方
は

医
療
的
ケ
ア
は
も
ち
ろ
ん
、
発
作
な
ど
予
測
で

き
な
い
こ
と
に
も
常
に
備
え
て
い
な
く
て
は
な

だ
』と
い
う
気
づ
き
が
あ
り
ま
す
し
、
逆
に
、
体

の
不
自
由
な
生
徒
は
『
病
弱
教
育
部
門
の
友

達
に
は
自
分
た
ち
が
知
ら
な
か
っ
た
よ
う
な
、

目
に
は
見
え
な
い
辛
さ
が
あ
る
の
か
』
と
、
分

か
る
の
で
す
」
と
、
変
化
を
語
り
ま
す
。

多
様
な
学
び
と
進
路
選
択

　

近
年
の
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
動
き
の

中
で
、
河
合
校
長
は
「
地
域
と
の
関
わ
り
も
増

え
て
お
り
、
居
住
地
校
交
流
を
年
３
回
行
い
、

授
業
や
行
事
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は

逆
に
、
居
住
地
の
小
学
校
の
方
か
ら
当
校
へ
遠

足
の
際
に
立
ち
寄
っ
て
く
れ
た
ん
で
す
よ
。
ま

た
、
あ
る
中
学
生
は
今
、
交
流
校
の
中
学
校
の

授
業
に
参
加
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
当
校
で

は
、
生
徒
に
よ
っ
て
は
授
業
を
一
人
で
受
け
る

と
い
う
場
合
も
あ
り
、
集
団
の
中
で
学
ぶ
機
会

を
提
供
す
る
た
め
で
す
。
生
徒
は
い
ず
れ
は
必

ず
地
域
に
出
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の

た
め
に
も
多
様
な
交
流
が
大
切
で
す
し
、
授
業

だ
け
に
留
ま
ら
ず
学
校
生
活
の
す
べ
て
が
、 

キ
ャ
リ
ア
教
育
で
あ
り
人
間
教
育
に
つ
な
げ
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
す
」
と
語
り
ま
す
。

　

卒
業
生
の
進
路
状
況
は
、
肢
体
不
自
由
や

重
い
障
害
の
あ
る
場
合
は
就
職
は
難
し
い
の

が
現
実
で
、
福
祉
施
設
で
生
活
介
護
の
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
る
ケ
ー
ス
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
昨
年

度
は
１
名
が
進
学
、
一
昨
年
度
は
１
名
が
一
般

就
労
し
ま
し
た
。
就
労
を
目
指
す
生
徒
の
場

合
は
、
２
年
生
か
ら
実
習
を
行
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
、
一
般
就
労
を
目
指
し
て
い
る
生

徒
が
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
の
一
人
に
つ
い
て
、
進

路
担
当
の
石
野
隆
夫
先
生
は
次
の
よ
う
に
話

し
ま
す
。

　

「
病
弱
教
育
部
門
の
生
徒
で
す
が
、
一
般
企

業
に
就
職
で
き
る
よ
う
、
実
習
を
頑
張
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
精
神
疾
患
が
あ
る
こ
と
以
外

は
、
障
害
の
な
い
生
徒
と
変
わ
ら
な
い
能
力
を

も
っ
て
お
り
、
５
月
の
実
習
の
結
果
、
先
方
か

ら
は
大
変
い
い
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
『
毎
日
同
じ
時
間
に
休
む
こ
と
な
く
出

勤
す
る
』
と
い
う
こ
と
自
体
に
困
難
さ
が
あ
り

ま
す
。
目
に
見
え
な
い
弱
さ
に
つ
い
て
職
場
の

方
に
ど
れ
だ
け
理
解
し
て
も
ら
え
る
か
ど
う

か
、
そ
こ
が
大
き
な
課
題
で
す
」
。

　

障
害
の
あ
る
人
へ
の
理
解
が
進
み
、
就
労
の

機
会
が
広
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。（
6
月
15

日 

取
材
）

り
ま
せ
ん
。 

児
童
生
徒
の
健
康
管
理
を
担
う

看
護
師
免
許
を
持
っ
た
先
生
も
配
置
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

肢
病
併
置
に
つ
い
て
河
合
保
秀
校
長
は
、

「
同
じ
学
校
の
中
で
肢
体
不
自
由
と
病
弱
の
子

ど
も
同
士
の
交
流
が
あ
り
、
両
方
の
障
害
に
つ

い
て
互
い
に
理
解
が
生
ま
れ
る
こ
と
は
、
大
事

な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
」
と
評
価
。

　

進
路
指
導
主
事
の
三
宅
道
彦
先
生
も
「
病

弱
教
育
部
門
の
生
徒
は
、
中
学
ま
で
は
地
域

の
学
校
に
通
っ
て
い
ま
し
た
。
精
神
的
な
弱
さ

を
抱
え
、
中
に
は
不
登
校
を
経
験
し
て
い
る
生

徒
も
い
ま
す
。
こ
の
学
校
に
進
学
し
て
肢
体
不

自
由
の
友
達
に
出
会
い
、
障
害
に
対
す
る
考
え

が
変
わ
っ
て
き
た
と
言
い
ま
す
。
病
弱
教
育
部

門
の
生
徒
は
、『
さ
ま
ざ
ま
な
障
害
が
あ
る
ん 明日香養護学校は、昭和 41 年開校の伝統校。

学 習 & 活 動

肢 体 不 自 由 教 育 部 門

学 習 & 活 動

病 弱 教 育 部 門

校内の

様子

左上：緊急用のセット　右上：間口の広い教室の扉

左下：校内に飾られた生徒の作品　右下：リクライニングした車

椅子からでも棟が移ったことがわかるように天井に設置された目印

お話を伺った河合保秀校長（右）

左は長矢守生教頭

奈良県立明日香養護学校

〒634-0141

奈良県高市郡明日香村大字川原 410

TEL  0744-54-3380

FAX 0744-54-2396

http://www5.kcn.ne.jp/~kameisi1/

校外散歩（肢体不自由教育部門　高等部 2 年生）

高：校外散歩（1年） 高：家庭科（調理） 高：校外散歩（3年）

高：全校集会での発表 高：昼休みの風景 高：英語科

高：家庭科（縫製） 高：宿泊学習 文化鑑賞会

「小山田古墳」の見学 高：職業科「イモ掘り」 高：昼休みの風景



みみんなの手話言語フェスティバルバル

子どもから大人まで誰もが楽しめ、手話のことを広く知ってもらえ

るイベントを開催します。

奈良県橿原文化会館

開催場所

奈良新聞社企画部
みんなの手話言語フェスティバル係

電話番号 0742-32-2112
FAX 0742-32-2771
メール planning@nara-np.co.jp

問い合せ先

奈良県（健康福祉部 障害福祉課）

主      催

平成29年 9月 30日

9時 30分～ 12時 30分

開 催 日

土

注目！県が目指す姿

県民の

手話への理解

ろう者の人権が尊重され、ろう者と

ろう者以外の人がお互いを理解し、

尊重しあうことができる社会の実現

奈良県手話言語条例が施行されました!
手話の普及や使いやすい環境づくりにご協力お願いします。

平成29年4月1日

手話の普及や

手話を使いやすい

環境の整備

奈
良
県
独
自
の

企
業
を
支
え
る
事
業

　

「
障
害
者
雇
用
を
検
討
し
て
い
る
が
具
体
的

に
は
ま
だ
ま
だ…

」「
一
般
雇
用
で
雇
っ
た
従
業

員
が
『
あ
れ
っ
？
も
し
か
し
て
発
達
障
害
？
』

と
い
っ
た
場
合
ど
こ
に
相
談
す
れ
ば
よ
い
の
か

困
っ
て
い
る
」
「
事
故
や
病
気
に
あ
わ
れ
た
従

業
員
が
復
帰
予
定
だ
が
、
前
ま
で
の
仕
事
は
難

し
そ
う
で
、
ど
う
す
れ
ば
職
場
復
帰
し
て
も
ら

え
る
だ
ろ
う
か
？
」
と
い
っ
た
企
業
か
ら
の
声

が
よ
く
聞
か
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
企
業
へ
支
援
を
行
い
、
新
た
な

雇
用
の
創
出
や
職
場
定
着
の
向
上
を
目
的
と

し
て
、
平
成
27

年
度
か
ら
奈
良
県
独
自
の
事

業
と
し
て
始
ま
っ
た
の
が
、
奈
良
県
精
神
障
害

者
・
発
達
障
害
者
雇
用
企
業
サ
ポ
ー
ト
事
業

で
す
。

　

新
規
雇
用
だ
け
で
な
く
、
職
場
定
着
、
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
精
神
面
に
課
題
が
あ
る
従

業
員
が
い
る
企
業
な
ど
か
ら
の
相
談
を
受
け

て
い
ま
す
。

得
意
・
不
得
意
の
整
理
と
配
慮

　

あ
る
ケ
ー
ス
で
は
、
一
般
雇
用
と
し
て
入
社

さ
れ
た
方
で
ミ
ス
が
多
い
こ
と
に
困
っ
た
企
業

が
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
等
の
様
々
な
機
関
へ
相
談

さ
れ
る
中
で
本
事
業
に
つ
な
が
り
、
ご
本
人
が

受
診
を
希
望
さ
れ
て
、「
発
達
障
害
」の
診
断
が

出
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
本
事
業
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が

ご
本
人
と
話
し
合
い
を
重
ね
、「
得
意
・
不
得

意
・
配
慮
し
て
ほ
し
い
こ
と
」
を
ま
と
め
た
ナ

ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
ブ
ッ
ク
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ブ
ッ
ク
を
作
成
し
て
い
く
過
程
で
、
業

務
に
お
け
る
理
解
度
や
、
課
題
の
整
理
が
で

き
、
困
っ
て
い
る
こ
と
が
明
確
に
な
り
ま
し
た
。

次
に
、
こ
の
情
報
を
職
場
で
共
有
す
る
こ
と
で

本
人
は
得
意
分
野
で
能
力
を
発
揮
で
き
、
周

囲
は
配
慮
点
が
整
理
さ
れ
、
ス
ム
ー
ズ
に
仕
事

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
に
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
ブ
ッ
ク
は
企
業
と
ご

本
人
だ
け
で
な
く
一
緒
に
働
く
従
業
員
に
も

役
立
つ
、
幅
広
い
効
果
も
期
待
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
空
調
設
備
の
モ
ー
タ
ー
音
な
ど
些
細

な
雑
音
で
集
中
で
き
ず
に
困
っ
て
い
た
方
に

「
デ
ジ
タ
ル
耳
栓
」
を
提
案
し
た
と
こ
ろ
「
こ
れ

が
あ
れ
ば
一
生
働
け
る
」
と
、
耳
栓
を
使
っ
た
瞬

間
に
表
情
が
晴
れ
や
か
に
な
っ
た
と
い
う
感
動

的
な
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
営
業
終
了
後
の
企
業
を
訪
問
し
、
実

際
に
現
場
で
直
面
し
て
い
る
問
題
に
対
し
て

の
対
応
方
法
の
勉
強
会
を
実
施
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

誰
も
が
働
き
や
す
い
企
業
へ

　

ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
ブ
ッ
ク
の
活
用
や
、
耳
栓

な
ど
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
で
、
気
持
ち
よ
く
働

け
る
環
境
の
改
善
に
つ
な
が
り
ま
す
。
企
業
と

従
業
員
の
お
互
い
の
不
安
を
取
除
き
、
誰
も
が

働
き
や
す
く
、
安
心
し
て
仕
事
が
で
き
る
よ
う

に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
。

ナビゲーションブックは、特性、課題、配慮事項など
を記載した「自分の取扱説明書」。就職活動や職場定
着を円滑に進めるためのツールとして、障害者職業
総合センターが開発したもので、決まった書式はな
く、当事者が自分の言葉でまとめ作成していきます。

周囲の声は聞こえて、環境騒
音のみ取除くデジタル耳栓。
上司や同僚からの声掛け、指
示は聞こえながら、雑音を抑
えることができる。

ナビゲーションブック

自分の
特徴

自分の
対処法

配慮をお願い
したい事項

社会性

想像力

コミュニ
ケーション

項目は働き続ける上で
課題になることを選ぶ

企業

医療

労働

福祉教育

コーディネーターが各機関と

協力して企業をサポート

奈良県障害者雇用促進ジャーナル No.813 奈良県障害者雇用促進ジャーナル No.8 12

奈良県からのお知らせ

精神障害者・発達障害者を雇用している企業への支援

雇用促進コーディネーター

中屋ひろ子氏・河田友見子氏

〒630-8115 奈良市大宮町 3-5-39-302 （なら障害者就業・生活支援センターコンパス内）

TEL 0742-32-5512    E-mail compass-yui@onyx.ocn.ne.jp
月～金   9:00-17:00（土日や 17 時以降の対応は要相談）

中屋さん（左）  河田さん（右）

奈良県精神障害者・発達障害者雇用企業サポート事業


